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海の水は繋がっています

　海難事故にあった漁船がアメリカ西海岸で発見
されたとか、漂流中に運よく救助されたジョン・
万次郎の物語や、3.11の津波で流されたサッカー
ボールが太平洋のかなたで拾われ元の持ち主の元
に帰ってきたなど、海が繋がっていることを示す
実例はたくさんあります。その全世界に繋がって
いる太平洋に、有害放射性物質であるトリチウム
汚染水を30年以上にわたってばらまくという、
地球上すべての人々に対する環境破壊行為が行わ
れようとしています。

水で割れば大丈夫？

　トリチウムは日本語では三重水素といい、自然
界でもごく微量存在します。宇宙線という、文字
通り宇宙から飛来する自然放射線と水を構成する
水素が反応して生成され、大気中あるいは海水中
に存在します。「各国の安全基準に適合するよう
希釈して（＝水で割って）海洋放出するから大丈
夫」「生物濃縮はない」というのが政府の説明で
すが、果たして本当でしょうか？
　確かに放出段階では薄められ、基準をクリアし
ているかもしれません。しかし、生体内（魚や他
の海洋生物）に取り込まれ食物連鎖の過程で濃縮
されDNAの切断が起きる、とする研究論文もあり
ます。
　また、このトリチウム汚染水には、トリチウム

以外にもセシウム・ストロンチウム・ヨウ素など
９種類もの放射性物質が含まれており、実態は
「液体放射性廃棄物」というべきものです。実態
を矮小化しているとしか思えません。

汚染水タンクの置き場がない?

　トリチウム汚染水対策は海洋放出しかないので
しょうか。モルタル固化保管案などの地上長期保
管といった環境負荷のより少ないと思われる別案
の検討が十分に行われたのでしょうか。

風評被害対策ってなに？

　福島の漁業に携わる方が最も心配していること
の一つは風評被害です。そもそも茨城県から福島
県沖の沿岸のさかなは「常磐もの」といって、お
いしい魚の宝庫です。3.11以降、まず環境基準に
よって漁業ができなくなり、その後、放射能が検
出されなくなっても（水で割ったわけではない！
放射線は半減期といって時間がたつと線量が少
なくなる性質があります。これと希釈・水割りを
混同しないでください。）獲れたさかなが売れな
い、値がさがる、そういった苦難の末、ようやく
さかなが売れるようになった。値もようやく3.11
前の水準に戻ったそうです。それがトリチウム汚

トリチウム汚染水を

海に流すんだってぇ！！
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染水放出により、また3.11直後に逆戻りしてしま
うようなことを一番恐れているのです。「万全の
風評被害対策を行い云々」と政府は言っています
が、そもそも「万全の風評被害対策」とはなんで
しょう。汚染水を放出しないことが最善の風評被
害対策のはずです。

地球儀を俯瞰すると・・・

　「地球儀を俯瞰する外交」をキャッチコピーに
した総理大臣がいました。言葉だけ見ると大変す
ばらしい。しかし、彼の俯瞰している地球儀なる
ものは、もしかしたら日本周辺の海は世界の海と
繋がっていないのではないか。だからトリチウム
汚染水を日本国内の（政府権力による強制的）同

意のみで海洋放出す
るような暴挙（ある
いは愚挙）にでるの
ではないか。そうと
しか思えません。

太平洋は、東電や日本専用の
ゴミ箱ではありません

　太平洋に限らず、海は、特定の国家・国民の専
有物ではありません。東電の不始末の尻拭いにト
リチウム汚染水を放出してよいわけがありませ
ん。日本国内のみならず、また太平洋に面した国
のみならず、全世界に対して、トリチウム汚染水
海洋放出について説明、それも一方的な「御進
講」でもなければ、札束で頬を張るような強要で
もなく、きちんと理解・同意をとりつける責任が
あります。

次世代が評価する環境対策を！

　太平洋、あるいは地球環境は私たちの世代だけ
のものではありません。次の世代やもっと先の世
代のためのものでもあります。次世代の歴史の評
価に耐えうる環境対策を求めます。【組合員K】


